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１．授業のねらい・概要 

  本科目は，学校教育の現場で，養護教諭の職務と役割の実際を学ぶ。また，児童生徒及び教職員と直接かか

わることにより，健全な子ども観，教師観，教育観を形成する。 

 

２．学修の到達目標 

１．学校保健活動の目的と実際について理解することができる。 

２．学校保健活動における養護教諭の職務と役割を理解することができる。 

 ３．体験を通じて養護教諭としての望ましい態度を身につけることができる。 

４．学生自らの養護教諭としての適性を評価することができる。 

５．学校全体の保健管理，児童生徒への保健指導の方法を理解することができる。 

６．保健室に来室する児童生徒への保健指導の方法を理解することができる。  

７．保健学習にかかわり（例えば保健授業の担当，Ｔ・Ｔ担当，資料提供等），専門的な知識  

や技術を生かすことができる。  

 

３．授業の進め方 

   実習場所は学生個々の小・中学校の母校にて行う。具体的には下記の４．授業計画のとおり進めるが，実習

の具体的な内容は，実習期間中の学校行事との兼ね合いにて各学校に委ねている。 

3 年次のうちに実習校を訪問し受け入れの可否を確認して，実習校を確保する。 

 

４．授業計画 

１．事前学習 2日間  

実習オリエンテーション  

実習目標の作成  

対象理解  

保健学習指導案作成  

２．臨地実習（小・中学校） 4週間  

学校長，養護教諭及び教職員の指導の下実施  

３．事後指導 3日間  

実習のまとめ・発表 

 

５．成績評価の方法・基準 

  実習校における評価80％，事前・事後指導20％ で総合的に評価する。 

 

６．テキスト・参考文献 

参考文献：改訂養護実習ハンドブック 東山書房 

文科省学習指導要領 その他適宜紹介する。 

 

７．準備学習に必要な時間，又はそれに準じる程度の具体的な内容 

  学校教育・学校保健・養護教諭の職務等について復習しておくことは当然ながら，学習指導要領(文科省)に

記載されている小・中学生の学習内容は理解できるようにしておく。 

 

８．受講上の留意事項 

  教職に関する科目が全て単位修得できている場合に実施できる。 

 

９．課題に対するフィードバックの方法 

  提出された課題は教員が内容をチェックして返却する。実習中は実習校の指導に従う。 

 

10．卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目との関連 

  教職の必修科目であり，修得できない場合免許状取得不可となる。 

 

 


